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人為起源 129Iの海水中での溶存状態の解明 
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１．目的 
海水中の安定ヨウ素は、熱力学的に安定なヨウ素酸イオンが主体であるが、表層では生物活動などにより

ヨウ化物イオンおよび微量の有機態ヨウ素として存在すると言われている。 

六ヶ所村周辺海域における現在の 129I濃度は、およそ 2×107 atoms/l程度であり、ここに最大で約 1.4×1017 

atoms/lの 129Iを含む排水(海洋への 129I年間放出量/年間排水量)が再処理施設から負荷される。この廃液中の

濃度は、海洋における安定ヨウ素濃度（2.4×1017 atoms/l）の半分以上である。一方、全球的なヨウ素の循環

モデルによれば、海洋混合層からヨウ素の一部(1％程度)は、I2あるいは有機態ヨウ素として海洋上の大気へ

供給されると言われており、再処理施設運転開始による環境への影響を明らかにする上で必要となる人為的

に環境に負荷された 129Iの海洋中での化学形を明らかにすることは、それらを評価するために重要である。 
 
 
２．方法 
①IO3

-＋I-態のための前処理  
海水試料約 1L をアスコルビン酸還元法によって IO3

-を還元した後、I-をキャリアとして約 1.5 
mg 添加し、溶媒抽出法によって I-を抽出した。抽出した I-と AgNO3の反応によって AgI を生成
させ、Nb 粉を重量比で 1 対 2.5 の割合で混合後、500 ポンドの力でプレスし、AMS 測定試料を
調製した。 
②I-態のための前処理 
海水試料約 1Lに I-をキャリアとして約 0.75 mg添加し、溶媒抽出法によって I-を抽出した。抽

出した I-と AgNO3の反応によって AgI を生成させ、Nb 粉を重量比で 1 対 2.5 の割合で混合後、
500ポンドの力でプレスし、AMS測定試料を調製した。 
 
①および②で調製した試料を日本原子力研究開発機構 むつ事業所所有の AMSで測定し、129I/127I
比を得た。尚、検出効率は、NIST3230 LevelⅠを海水で希釈したものを使用した。 
 
３．研究成果 
①129IO3

-+129I- 1.7±0.23×107 atoms/L 
②129I- 1.3±0.28×107 atoms/L 
①-② 3.6±3.6×106 atoms/L 
海水試料の安定ヨウ素濃度を 50 μg/Lとして計算した。 
 
４．結論・考察 
測定結果から海水中の 129Ｉの（76±20）%がヨウ化物イオンとして存在している。北太平洋における
表層海水中での安定ヨウ素の化学形の測定結果では、ヨウ化物イオンとして存在する割合は平均で 33％
程度であり、大きく異なっている。今回の測定結果は一例であるため簡単には判断できないが、この結

果は、海水中の 129Iの多くが人為起源であり、しかもヨーロッパにおける使用済核燃料の再処理施設起源
であることを示唆しているかもしれない。 
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今後は、バックグランドを低減化するための前処理法などの検討を含め、測定精度の向上および存在

形態の鉛直分布を含めた分析結果の蓄積を進めたい。 
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